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福岡護に宮原司教着座
「信
徒
と
共
に
祈
り
た
い
」

こ
と
し
二
月
に
福
岡
教
区
の
新
し
い
牧
者
に
任
命
さ
れ
て
い
た
宮
原
良
治
司
教

（
５２
／
前
大
分
教
区
司
教
）
＝
写
真
左
＝
は
五
月
十
八
日
、
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

（福
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
着
座
式
て
、
第
六
代
の
同
教
区
司
教
に
就
任
し
た
。
式

に
は
教
区
内
外
か
ら
約

三
千
人
が
参
列
。
松
永
久
次
郎
司
教
が

二
〇
〇
六
年
六
月

二
日
に
急
逝
し
て
以
来
、
二
年
近
・く
司
教
座
空
位
が
続
い
た
同
教
区
は
、
宮
原
司

教
の
下
で
新
し
い
歩
み
を
始
め
た
。　
一
方
、
大
分
教
区
は
五
月
十
九
日
、
教
区
顧

閥
会
を
開
き
、
国
口
孝
志
神
父

（
同
教
区
）
を
教
区
管
理
者
に
選
ん
だ
。

当
日
、
正
面
入
り

口
に
は

「ド
ミ

ニ
コ
宮
原
良
治
司
教

福
岡
教
区
着
座
式
」
と
書

か
れ
た
大
き
な
看
板
が
掲
げ

ら
れ
、
開
始
の
数
時
間
前
か

ら
大
型
バ
ス
が
次
々
に
到
着

し
て
い
た
。

午
後
二
時
か
ら
始
ま

っ
た

琶
座
式
て
は
ま
ず
、
教
皇
ベ

ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
乃
二
月

十
九
日
付
の
任
命
書
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
大
分
教
区
と
の

き
ず
な
を
解
き

、
福
岡
教
区

司
教
と
し
て
任
命
す
る
こ
と

が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

宮
原
司
教
が
司
教
職
の
象
徴

で
あ
る
杖

ハヽ
ク
ル
ス
ーー
司

教
杖
≡
を
手
に
し
、
司
教
座

に
着
座
．
教
区
司
教
と
し
て

正
式
に
就
任
し
、
封
き
硫
き

最
初
の
ミ
サ
を
司
式
し
た
。

当
日
は
駐
日
教
皇
庁
大
使

ア
ル
ベ
ル
ト

・ボ

ッ
タ
ー
リ
・

ヂ

・
カ
ス
テ

ッ
ロ
大
司
教
、

全
国
の
十
五
人
の
司
教
、
イ

タ
リ
ア

・
ノ
バ
ラ
教
区
の
司

丁
」
っ
し
り
と

座

っ
て
く
だ
さ
い
」

ミ
サ
て
説
教
し
た
高
見
三

明
大
司
教

（
長
崎
教
区
）
は
、

司
教
の
役
割
や
便
命
を
説
明

し
、
宮
原
司
教
が
大
分
教
区

司
教
に
な

っ
た
時

（
二
〇
〇

〇
年
十
月
）
、
「私
は
よ
る
こ

ん
で
大
分
教
区
に
ま
い
り
ま

し
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
こ

と

を
紹
介
。
ズ
ラ
回
も
お
そ

ら
く
、
よ
る
こ
ん
で
福
岡
に

ま
い
り
ま
し
た
と
お

っ
し

ゃ

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

福
岡
教
区
司
教
は
宮
原
司

教
て
三
代
続
い
て
他
教
区
か

ら
の
転
任
だ

っ
た
。
祝
辞
を

述

べ
た

教

皇
庁

大

便
は
、

「
福
岡
教
区
内
か
ら
司
教
が

選
ば
れ
る
よ
う
に
と
の
希
望

も
あ

っ
た
と
聞
い
た
」
と
語

り
、

「
私
た
ち
は
カ
ト
リ

ッ

ク
金
由
遍
的
）
。
ロ
ー
マ
教
皇

（
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
）

も
ド
イ
ツ
人
」
で
あ
り
、
大

切
な
の
は

「
よ
い
司
教
が
選

ば
れ
る
こ
と
」
と
指
摘
、
宮

原
司
教
が
福
岡
教
区
て
貢
務

を
果
た
せ
る
よ
う
、
聖
霊
の

恵
み
を
祈
る
と
教
区
民
を
励

ま
し
た
。

「
松
水
司
教
の
こ
と
を
思

い
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
」
。
日
本
カ
ト
リ

ッ

ク
司
教
協
議
会
会
長
の
司
ョ

懃
時
鳩
印
韓
毅
ゆ
的
去
巾
”

一

の
約
百
五
十
人
の
司
奈
と
、　
一

修
道
者
、
信
徒
が
見
守

「
た
。

武
夫

末
ヨ
．ま

曇
塞
≡
芸
区
）

は
、
ま

ず

こ
の

よ

う

に

語

り
、
二
年
間
、
教
区
管
理
者

を
務
め
た
川
上
惣

一
神
父
を

ね
ぎ

ら
い
、
こ
れ
か
ら
は
福

岡
の
司
祭
た
ち
が
新
し
い
決

意
て
同
教
区
を
発
展
さ
せ
て

い
く
よ
う
願

っ
た
。

迎
え
る
側
の
司
祭
団
を
代

表
し

た

平

田
敬

神

父

は
、

尺
新
し
い
）
福
岡
教
区
の
司

教
座
の
座
り
心
地
は
い
か
が

で
し

ょ
う
か
？
　

尊
敬
と
従

順
の
ク

ッ
シ

ョ
ン
を
そ

っ
と

入
れ
て
座
り
や
す
く
し
た
も

の
で
す
」
と
語
り
掛
け
、
「
ど

っ
し

り

と
座

っ
て

く

だ

さ

い
。
そ
し
て
今
後
、
イ

エ
ス

様
を
中
心
に
、
司
教
様
と
共

に
心
を

一
つ
に
し
、
力
を
合

紋章に島購預!―帥 激‐
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を

乗
り
越
え
て
宣
教
司
牧
に
励

ん
で

い
き
た

い
と

思

い
ま

す
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

そ
の
後
、
福
岡
教
区
の
修

道
者
、
信
徒
の
代
表
が
あ
い

さ

つ
し
た
。

正
直
な
気
持
ち
は
「感
謝
」

宮

原
司
教
は

ま
ず
、
「
い

ま
の
正
直
な
気
持
ち
は
感
謝

で
す
」
と
話
し
、
大
便
に
イ

タ
リ
ア
語
で
謝
辞
を
伝
え
、

参
列
し
た
各
司
教
を
集
ま

っ

た
人
々
に
紹
介
し
た
。
前
任

地
の
人
分
教
区
に
対
し
て
も

次

の
よ

う

に
感

謝
を

表
し

た
。

「
大
分
教
区
の
皆
さ
ん
、ミサ で奉 納 す る 子 ど もた ち を祝 福 す る 宮 原 司強

福 岡 教 区 基 礎 統 計
20 0 6年 1 2月末現在

管 轄  福 岡 ・佐 費 ・熊 本

信 者 総 数      31,074

司場終             77

セ券差室卓雪          379

小 教 区            55

修 道 院       59

医 療 施 設      2

社 会 福 祉 施 設    49

教 育 施 設      64

彰七ネし装文(2006在=)  337

カ トリック中央協議会調べ

八
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま

‐
し
た
。
あ
り
が
と
う
む
ざ
い

ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
点
て
む

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
と
思
い

ま
す
。
人
分
教
区
は
誇
れ
る

教
区
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

司
教
様
の
下
で
、
素
晴
ら
し

い
教
区
づ
く
り
に
頑
張

っ
て

く
だ
さ
い
」

福
岡
教
区
民

へ
は

「
残
念

な
が
ら
中
首
の
司
教
で
申
し

わ

け

な

い
。
で

も

ま

だ

体

力
、
気
力
、
熱
意
、
情
熱
も

十
分
持

っ
て
い
る
つ
も
り
で

す
。
こ
こ
に
骨
を
埋
め
る
つ

も
り
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
自
己
紹
介
。
「私
の

モ

ッ
ト
ー
は

『
あ
な
た
の
御

国
が
来
ま
す
よ
う
に
』
。
ま

ず
祈
る
司
教
に
な
り
、
司
祭

団
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
信

徒

の
皆

様
と

共

に
祈

り

た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
の
日
の
献
金
は
宮
原
司

教
の
意
向
で
、
カ
リ
タ
ス
ジ

ャ
パ
ン
を
通
し
て
災
害
被
災

地
に
響

り
れ
る
。

着
座
式
と
ミ
サ
後
、
参
列

者
に
は
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
と
飲

み
物
が
唖
ら
れ
、
そ
の
場
で

祝
賀
会
に
な

っ
た
。
宮
原
司

教
の
前
に
は
あ
い
さ
つ
す
る

信
者
ら
の
長
い
行
列
が
で
き

て
い
た
。

手この盾形の様地
こある緑の丸は、教
区全体の神の民を表
し、その形が丸いの
ま、教区全体の一致
と、司教と教区民と
つ強いきずなを表し
て1 るヽt緑 |よ、絶え
ず成長し続けている
ことへの願いと希望
が込められている。
その中には、みこと
ば と、む聖体 を中心 とする諸秘跡があ り、神の

民が常 にみ ことば と諸秘跡に よつて照 らされ、

導かれ、支 えられ、強め られ、豊かにされ るこ

とを意味 している。三つ薬の組み ひもは、その

結果、管轄内の三つの県民が交わ りを深め、一

致団結 して一つになることを意味 している。

その上の鳩 は聖露を表 していて、教区全体が

常に製霊 に導かれ て絶 えず届」新 され、教区民が

― の炎 に包 まれ て熱意 に満ちあふれ、活発 に

な り、豊かになることを意味 している。星は聖

母マ リアを表 し、教区民力液 も昼 も聖母マ リア

に見守 られ、その取 り次 ぎを通 して、キ リス ト

に導かれ、キ リス トに結↓_fhる ことを意味 して
いる。

下部 の 『Adveniat Regnum Tuur』 とい う
言葉は、略申よ、あなたの御国が来 ます ように』

という意味で、キ リス トむ自身が もた らして く
ださり、またその到来 を祈 るようにお勧 めにな
つた神の御国が、福岡教区て も大 き く広が つて
い くことを願 う祈 りであ り、モ ットーである。


